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平成 27 年 第 6 回大河原町教育委員会定例会会議録 

１ 招集日時  平成 27年 6月 24日（水） 午後 2時 

 

２ 招集場所  大河原町役場 議員執務室 

 

３ 出席委員  舟山幸枝委員長、一盃森広志委員（職務代行者）、丹羽宜博委員、吉田いづみ委員、 

齋一志教育長 

 

４ 説明のため出席した者 

   教育総務課長 尾形 彰、生涯学習課長 鈴木邦弘、学校教育専門監 千葉 英一 

 

５ 開  会  午後 2時 

 

６ 平成 27 年第 5回教育委員会定例会会議録の承認について 

   舟山委員長 （委員全員に諮って）承認する。  

       丹羽委員、一盃森委員 署名。 

 

７ 平成 27 年第 6回教育委員会定例会会議録署名の委員指名について 

   舟山委員長  舟山委員長、吉田委員を指名する。 

 

８ 教育長報告   

(1) 一般事務報告 

  報告第 6号 平成 27 年第 2回大河原町議会定例会（6月会議）の結果について 

   （教育総務課長説明） 

     一般質問についてご報告申し上げる。 

資料は 2ページから 10ページである。 

     教育委員会関係では２名の議員から質問があり回答した。（別紙資料参照） 

   （質 疑） 

   吉田委員   大中グラウンドの土埃について、対策は将来人口芝となるのか。 

   齋教育長   業者から情報をもらい様々な方法を検討しているが、人口芝は非常に良いと思うが、

財政的に困難な状況である。 

   一盃森委員  総合型地域スポーツクラブについてどこまで進んでいるか。 

   教育長    全く進んでいない状況。人員削減されているが、町民学園等の新規事業があり、諸課

題を解決したいが困難な状況である。 
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(2) 専決事務報告 

報告第 2号 専決処分の報告について 

     （平成 27 年度大河原町一般会計補正予算（第 2号）） 

     （教育総務課長説明） 

補正予算についてご報告申し上げる。（別紙資料参照） 

資料は 11ページから 16ページである。 

 

９ 議 事  

  議案第 25 号 大河原町いじめ問題対策連絡協議会委員の委嘱について 

   （教育総務課長説明） 

   大河原町いじめ問題対策連絡協議会委員の任命について説明申し上げる。 

資料は 17ページから 18ページである。 

   今回「大河原町いじめ問題対策連絡協議会条例」を制定により、第４条により新たに協議会を発足

し、15名の委員の任命となる。 

   （各委員の経歴紹介） 

 

   舟山委員長 （委員全員に諮って）承認する。 

   

議案第 26 号 大河原町いじめ問題専門委員会委員の委嘱について 

  （教育総務課長説明） 

   大河原町いじめ問題専門委員会委員の任命について説明申し上げる。 

資料は 19ページから 20ページである。 

   今回「大河原町いじめ問題対策連絡協議会条例」を制定により、第 10条により新たに専門委員会を

発足し、5名の委員の任命となる。 

  （各委員の経歴紹介） 

    

  （質 疑） 

   舟山委員長   専門委員会は定期的に開催するのか？ 

   教育長     基本的に年２回開催であるが、重大問題が発生した時に随時開催するものである。   

 

   舟山委員長  （委員全員に諮って）承認する。 

 

１０ 協議 

協議第３号 大河原町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況についての点検 

     及び評価について 

（教育総務課長説明） 

平成２７年度（第２６年度対象）教育に関する事務の管理及び執行状況の点検評価についてご説明申

し上げる。（別紙資料参照） 
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資料は 22ページから 25ページである。 

（質 疑） 

吉田委員    他の市町村の評価は見たりしているのか。 

教育総務課長  数市町村は見ている。これまでの大河原町の経過をどうするかに着目して作成し

ている。 

教育長     評価項目が多いため膨大な時間がかかるので、簡素化したい。 

        歴代の課長が積み上げてきたものを大切にしつつ効率化を図っていきたい。 

 

卒業後の自宅家事の児童について 

丹羽委員    家庭環境に問題がある子も親孝行がしたいという。 

舟山委員長   子どもたちにとって心のよりどころがあると良い。 

教育長     身体に障害がある子が卒業後に荒れてしまうケースがあり深刻である。 

 

１１ その他 

（１） 教育長報告 

（説明者：齋教育長） 

資料は別紙資料である。 

Ⅰ事務局の動き 

１ 感動的 明日青総会 

     平成 27年 5月 28日 13：00～ 役場大会議室で開催。 

     善行・徳行青少年表彰 地区推薦１３ 学校推薦１ 

     学校でも表彰推薦ができるように子供たちの行いをみつめてほしい。  

      

   ２ 大河原町子ども会育成会協議会総会 

     平成 27年 5月 30日 10：00～ 役場大会議室で開催。 

     高校生まで十数人ジュニアリーダー活動をしている。 

 

   ３ 柴田郡中学校陸上大会 

     平成 27年 6月 12日 角田市陸上競技場で開催。  

      大河原中学校 男子準優勝 女子優勝 

      金ケ瀬中学校 男子 4位入賞 

     金ケ瀬中学校の規模で 4位になるのは素晴らしい。 

    

  ４ 大河原町議会の動き 

      

  ５ 標準学力テスト、宮城県学力・学習状況調査の結果 

     標準学力テスト、宮城県テストの結果 

小学校 全国・県平均を上回った。6年生は 5年生からの取組の成果で大幅な伸び。 
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     中学校 県より国・数上回り、初めての英語は数ポイント下。3 年生の数学が大幅に伸び。 

     大河原町全体が向上の循環に。指導に感謝。 

     詳細は専門監から別途説明。 

 

  ６ 指導主事訪問の提案授業について 

（１） 活用問題に焦点を当てた授業提案の意義 

（２） 先人集（宮城県、大河原町）活用と、志教育の意義 

 

Ⅱ 1学期のまとめについて 

 １ 指導計画は１ヵ月分早く進んで 

 ２ 重点化とスピード 

 ３ 教師が教えること 大海の一滴 誉めて認めて喜んで 

 

Ⅲ 命を守る 

 １プール事故防止対策 

   水難事故（平成１９年）の教訓を語り継いで 

 

Ⅳ 管理職選考試験 

 

Ⅴ 学期末における学校事務のチェック（事故防止） 

   会計事務処理は複数の目で。 

 

Ⅵ 学校事故防止 

   交通事故、セクハラ・パワハラ・信用失墜行為の禁止、飲酒運転・酒気帯び運転禁止 

子供たちにＬＩＮＥ、メールの連絡禁止（通知）。 

万引き防止の対策 

    常習化しないために、反省と記録、修行と浄化を厳しく。 

 

Ⅶ その他 

（１） ライン（ＬＩＮＥ）によるトラブル発生と対応 

    トラブルが全国的に問題。目を光らせて対応を。 

（２） 教科書展示会     

       今年度中学校の教科書採択。村田町の図書館で展示。 

    ○自分から歴史を調べたくなる資料を提供 

     大河原町の歴史事例体験の場所 

       馬取山、照井橋・・・古戦場だった場所 

   浅草宇一郎（上町出身）・・・明治維新 
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（質 疑）     

  舟山委員長   昔と違って周りの万引きに対する考えも甘くなっていると感じる。 

         大人自身が重く考えなくなっている面もあるのではないか。 

  丹羽委員    捕まった時の大人（親も含めて）の対応がその後を決める。 

  教育長     初犯の時にきちっと厳しく対応が肝心である。 

 

  ◆２７年度４月実施 標準学力テスト、宮城県学力・学習状況調査の結果報告 

（説明者：専門監） 

標準学力テスト 

   小学校 全学年 国語算数全国平均を上回る。特に書く力が高い。 

       達成率に達していない生徒の底上げが必要。 

   中学校 ほぼ全国平均を超えている。 

       上位群が引っ張っているが、評定 1～２の子が１/3強、個別に指導を。 

   →学校で対策を講じているところが結果を出している。継続して取組を。 

    クラスごとに分析し学習の定着、対策を図っていく。   

  県学力調査 

小学校 昨年同様県内でも高水準を維持し良好。 

   中学校 国・数は県平均超。数学オリンピック等の取組の効果。 

ただし英語が書くこと、読むことが課題。 

   →学校別に見ても県平均を超えており、高水準を維持している。 

     

  各課長報告   

（説明者：教育総務課長、生涯学習課長） 

7月の行事予定を説明申し上げる。資料 26ページ～31ページである。 

 

１１ 次回教育委員会の開催日程について 

舟山委員長  次回の定例会は、平成 27年 7月 23日（木）午後 2時から開会する。 

 

１２ 閉会宣言  午後 4時 17分 

 

平成 27年 7月 23日 

 

      署名委員 

 

      署名委員 


